
 

    

    

    

    

    

““““3.113.113.113.11以降以降以降以降〜東北の文化を考える” 

東日本大震災から５年の歳月が経ち、その間 石巻市（都市）、田村市都路地区

（里山）、久之浜（漁師町）から被災した方々をお招きし各地域の状況を伺いま

した。広範囲な巨大地震であった事、原発による１０キロ２０キロ３０キロの

区分け、震災、津波、と地域により被災状況は大きく異なりました。 

今、地域地域の風土、文化から新たな復興の試みが見えてきました。私達が勝

手に絶望的と感じていた地域にこそ、東北の一万数千年の太鼓と笛の音が深い

泉の底から聴こえてきました。 

私達は地域で物事が発想され 計画され 決定され 実行される プロセスが 

文化と考えております・・・・此のたびは三地域の方々のお話を弥生の森で静

かに聞きたいと考えました，大震災から５年を経て多くの方に集っていただけ

ればと念じております。 

                                    aaca 情報文化委員会  座長 坂上直哉 

 

 

日時 2016年 2月 12日（金） 

      座談会 18:00~20:00 

 

場所 東京大学弥生キャンパス 

   ホクセイギャラリー 

 

 

 

 

 

 

               会場風景 


